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・
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ら
れ
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＋
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ヽ
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一
今
年
度
の
第

一
回
目
の
運
営
委
員
会
が

二
月
十
九
日

（本
）
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
委
員
十
二
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
内
容
の
概
略
を
紹
介

す
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・

●
行
事
計
画‐

‐―
―
今
後
、
講
演
会
、
映

画
会
な
ど
可
能
な
も
の
か
ら
逐
次
実
現
ｔ

て
行
く
ｏ
ま
た
協
会
会
員
の
数
人
が
新
ｔ

い
ポ
ー
ラ
ン
■
矢
使
と
親
し
い
の
で
、
機

暖
技
い
い
一榔
）

（
‐‐‐大
轍
腱
嘲
脚

記‐‐‐へ
嘲
蜻
”
』

ヽ

大
使
歓
迎
パ
ー
テ
‐‐ヽィ
一■
と
し
て
以
外
に
早

」曜嘲案‐すや‐‐‐るれ梁彙詢しっ一ピ新梓局‥こ一

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ず
）

●
機
関
誌
８
〓
の
編
集
体
制

―
―

い
ま

ま
で
き
馬
の
発
行
に
尽
力
し
て
く
だ
さ

っ

た
小
笠
原
正
明
さ
ん
が
教
育
大
学
函
館
分

校
教
授
と
し
て
移
ら
れ
る
の
で
、
さ
し
当

り
代
わ
り
を
事
務
局
長
の
吉
田
オ
が
務
め

る
こ
と
と
な
り
、
編
集
委
員
０
斉
日
ざ
ん

清
水
さ
ん
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
０
な

お
小
笠
原
さ
ん
の
会
計
担
当
運
営
委
員
の

仕
事
は
適
当
な
時
機
ま
で
そ
の
ま
ま
続
け

て
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
■

●
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会

・１
１
次
の
第

十
期
講
習
会
は
、
前
回
か
ら
の
継
続
と
し

て
五
月
の
連
体
明
け
か
ら
開
始
す
る
。
新

ｔ
い
切
‐心‐‥者
つ
■
‐‐めち
離
摺
桧
‐‐‐ま捌
に
■

画
す
る
こ
と
と
し
た
。

●
会
費
納
入
状
況

‐―
―
今
年
度
の
今
ま

で

（昨
年
十
月
か
ら
本
年
二
月
十
五
日
ま

で
）
の
会
費
収
入
は
二
五
七
〇
〇
〇
円
、

支
出
は
四
七
五

一
二
六
円
で
、　
一
八
五
会

員
中
九
十
七
会
員
か
ら
会
費
納
入
が
あ
っ

た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
会
費
納
入
の
督

促
に
努
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

運
営
委
員
会
終
了
後
、
ポ
文
協
の
創
設

以
来
ず

っ
と
会
運
営
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ

た
労
を
ね
ぎ
ら

っ
て
小
笠
原
さ
ん
の
送
別

会
が
行
わ
れ
た
。　
　
　
傘
口
田

宏
記
）

シ
ョ
バ
ン
の
音
楽
ｔ
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
だ
れ
で
も
入
会
で
き
‐な
シ
ヨ
バ
ン
愛

好
会
が
札
幌
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
ｏ
今
ま

で
日
本
シ
ョ
バ
ン
協
会
道
支
部
が
シ
ョ
パ

ン
の
音
楽
の
研
究
と
普
及
を
め
ざ
ｔ
て
活

動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
活
動
を

専
門
の
音
楽
家
か
ら

一
般
音
楽
愛
好
家
に

は
で
広
げ
よ
う
に
ｔ
に
ド
障
一療
道
子
氏

＾

ポ
文
協
副
会
長
）
が
中
心
に
な
り
、
こ
の
．

会
が
新
た
に
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
ｏ

年
後
慣
は
二
千
円
で
、
ツ
ョ
バ
ン
愛
好

会
の
申
込
先

（事
務
局
）
は
ポ
文
協
事
務

局

‘
と
同
じ
く
河
合
楽
器
北
海
道
支
社

（電

話
二
三

一
・
　

】全
ハ
一
）
に
あ
り
ま
す
。

簿

繰

油

ハ
ッ
ｒ
ナ
一
ん
を
囲
む

楽
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

●
第
一
０
期
の

―ポ
．
ラ
ツ
ド
語
構
習
会
を
開
き
ま
す
ｏ

今
期
は
揃
期
に
引
き
続
い
て
初
級
の
勉
強
を
イテ，
い
ま
す
ｏ

【
期
　
間
】

【
時
　
間
】

【
会
　
場
】

【
講

一師
】

【
授
業
料
】

【
申
込
先
】

一
九
九
二
年
五
丹
十
三
日

（
水
）
よ
り
七
月
十
五
日

（水
）

ま
で
の
十
週
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分

ま
で
の
二
時
間

北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

（住
所
）
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

（
電
話
）
〇

一
一
―
七
三
六
―
三
二
八
八

熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生

一
方
月
二
千
円

（
十
回
分
）

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
■
文
化
協
会
事
務
局

（
〇
六
〇
　
札
幌

市
中
央
区
南
二
条
東

一
Ｔ
目
●

（株
）
河
合
楽
器
製
作
所
北

海
道
支
世
内

（
戸
田
長
裕
気
付
）
電
話
〇

一
一
卜
二
三

一
―

，・（
一ハ
一ハ
　
一　
）

ま
た
は
灰
谷

〈
札
幌
市
東
区
北
四
十
条
東
十
丁
目
、
電
話

０

一
一
‥
七
〇
二
―
四
九
二
九
）
ま
で
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ポ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
星
雲
が
あ
る
．Ｐ
ョ

ー
ロ
ッ
共
・と
い
う
天
幕
に
浮
か
ぶ
そ
の
星

雲
状
の
国
は
遇
か
彼
方
に
あ
ら
て
姿
を
と

ら
．た
難
い
が
―
宇
宙
に
ひ
と
き
わ
大
き
な

光
を
，放

つ
数
々
の
巨
星
に
よ
う
て
知
ら
れ

る
。
ボ
ト
ラ
ン
ド
が
人
類
史
に
与
え
た
人

々
は
、
綺
羅
星
の
群
像
ど
な

つ
て
私
た
ち

の
胸
を
射
と
め
、
憧
れ
を
抱
か
せ
て
き
た
。

「
甦
え
る
ロ
ー
ザ

¨
ル
タ
セ
ン
ブ
ル
ク
」

な
る
．記
事
読
め
ば
短
絡
的
に
涙
が
溢
る

・
　

一　
　
　
　
　
　
道
浦
母
都
子

淋
し
き
の
き
‐
は
ま
り
て
聴
く
夜
の

シ
ョ
バ
ン
心
た
ぎ
り
し
日
は
還
ら
ざ
る

持
田
鋼

一
郎

人
そ
れ
ぞ
れ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
出
会

い
の
体
験
を
も

つ
。
あ
る
人
は
コ
ベ
ル
ニ

ク
ス
に
よ

っ
て
、
あ
る
人
は
マ
リ
ア

‐＝
ス

ク
ウ
ォ
ド
フ
ス
カ
ー
キ

ュ
リ
ー

（
キ

ュ
リ

ー
夫
人
）
に
よ

っ
て
。
歌
人

・
道
浦
母
都

子
に
と

っ
て
は
全
共
闘
世
代
が
共
有
す
る

記
憶
と
と
も
に
ロ
ー
ザ

（
ル
ー
ジ
ャ
）

・

シ

ョ

パ

ン

と

ノ

ル

デ

ィ

ト

三
浦

・洋

ル
ク
セ
ツ
プ
ル
タ
と
い
う

‐‐
象
徴
が
、
は
ｔ

な
に
ご
と
か
失
意
を
胸
に
秘
め
た
持
田
鋼

一
郎
に
と

っ
て
は
夜
ご
と
聴
く
シ
ョ
バ
ン

「の毎
悧
範
慨疑

ばい鋼”〕Ｆ一”″端工名〔一畔村「一

主
上
映

。
鑑
賞
運
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
は

記
憶
さ
れ
て
よ
い
ｏ

「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
の
主
人
公

マ
チ
ェ
グ

（
ズ
ビ
グ
ニ
エ

フ

・
デ
ブ
ル
ス
キ
〉
の
姿
を
見
て
生
き
方

を
決
め
た
と
語
る
人
も
い
る

‐ほ
ど
だ
つ
個

人
的
な
こ
と
を
言
え
ば
、
あ
の
映
画
で
マ

チ

ェ
ク
が
話
す
何
で
も
な
い

一
言
の
台
詞

を
聴

‥き
と
れ
た
感
銘
が
、
今
も
ち
て
私
を

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
勉
強
に
向
か
わ
せ
て
い

る

（皆
き
々
も
是
非
、
講
習
会

へ
御
参
加

下
さ
い
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「
灰
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
下
」
と
い
う
題
名

は
、
小
説
の́
方
の
作
者
ア
ン
ジ

ェ
イ
エ
フ

ス
キ
が
、
独
立
ｔ
た
ポ
「
ラ
ン
下
の
知
識

人
に
再
評
価
さ
れ
た

一
九
世
紀
の
詩
人
ツ

ィ
プ
リ
ア
ン
・
カ
ミ
ル

・
ノ
ル
ヴ
ィ
ト
の

作
品

「
舞
台
裏
に
て
」
の
中
の

一
節
か
ら

採

つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
′
ル
ザ
イ
朴

と
い
う
不
通
の
詩
人
に
っ
い
て
■
、
最
近

わ
が
国
で
も
紹
介
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
Ｌ

つ
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
が
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
音
楽
家
シ
ョ

え
、

「
シ
ョ
バ
ン
の
ビ
ア
ノ
」
と
題
し
た

作
品
も
創
作
し
て
い
る
。
と
も
に
亡
命
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
の
身
の
上
で
、
祖
国
に
誇
り

を
持
つ
芸
術
家
と
し
て
の
連
帯
感
゛
強
か

っ
た
だ
ろ
う
し
．卜

一
九
世
籍
デ
ト
ロ
ッ
パ

文
化
グ
文
脈
で
―ま‐‐‥轟
ど
ま
穀
力・‐‐‐近
し
か
っ

た
と
い
テ
背
景
‐も

あ‐
ろ
う
ｏ
実
は
、
そ
れ

以
上
に
、
二
人
に
は
意
外
な
絆
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
、
ワ
ル
シ
ャ
フ
で
シ
ョ
バ
ン
一
家

が
住
ん
で
い
た
家

（
ク
ラ
コ
フ
ス
キ
エ
・

プ
シ
■
ド
ミ
ユ
シ
チ
通
り
５
番
地
の
ク
ラ

シ
ン
ス
キ
宮
殿
と
呼
ば
れ
た
所
）
が
、
の

ち
に
美
術
デ
ガ
デ
■
―
と
な
っ
て
、
そ
こ

で
ノ
ル
ヴ
イ
ト
は
美
術
を
学
ん
だ
の
で
あ

る

（彼
は
画
家
で
も
あ
っ
た
）
。

だ
か
ら
二
人
は
、
パ
リ
で
知
り
合
っ
た

と
き
郷
愁
に
か
ら
れ
な
が
ら
こ
ん
な
会
話

を
交
わ
し
た
か
も
し
れ
な
い

，

シ
ュ
パ
ン

「
ワ
ル
シ
ャ
ア
で
暮
ら
し
た
最
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後
の
家
は
よ
か

っ
た
。
聖
十
字
架
教
会

も
同
じ
並
び

で
ね
０
あ
れ
か
ら

一
五
年

以
　
上
経

っ
た
け
ど
忘
れ
は
し
な
い
」
・

ノ
ル
ヴ
イ
ト

「
あ
あ
、
あ
な
た

（
注
■
シ

ョ
バ
ン
の
方
が
年
上
）
の
家
は
美
術
学

校
に
な
り
ま
し
て
ね
。
そ
こ
で
私
は
勉

強
し
た
ん
で
す
」

一
八
四
九
年
の
シ
ョ
パ
ン
の
死

当
時
の
シ
ョ
パ
ン
は
ジ
ョ
ル
ジ

一
・
サ

ン
ド
と
の
９
年
間
の
生
活
に
終
止
符
を
打

っ
た
後
で
、
健
康
悪
化
の

一
途
に
あ
ち
た
。

や
が
て

一
八
四
九
年
十
月
十
七
日
、
シ
ョ

パ
ン
は
亡
．く
な
る
一
臨
終
に
立
ち
会

っ
た
一

グ
ジ

マ
ワ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
は
水
曜
旧

で
午
前
二
時
に
シ
ョ
パ
ン
は
息
を
ひ
き
と

っ
た
。
そ
の
空
十
八
日
ヽ
ノ
ル
ヴ
ィ
ト
は

シ
ヨ
パ
ン
の
死
去
を
公
に
す
る
告
示
文
を

書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
同
朋
ポ

ー
ラ
ン
ド
人
芸
術
家
に
よ
う
て
起
草
さ
れ
ヽ

た
公
式
な
シ
ョ
バ
ン
追
悼
文
と
い
え
．よ
う
。

そ
の
内
容
の

一
部
は
、
ア
ー
サ
ト

・
ヘ
ド

リ
ー
ら
欧
米
の
シ
ョ
バ
ン
研
究
家
が
著
書

に
引
用
し
た
も
の
の
邦
訳
が
あ
る
が
、
全

文
を
知
り
た
く
な

っ
た
私
は
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
出
版
さ
れ
た

「
ノ
ル
ヴ
ィ
ト
全
集
」

を
ひ
も
と
い
て
訳
を
試
み
た
０
以
下
が
そ

の
拙
訳
で
あ
る
。

追
悼

。
フ
リ
デ
ツ
ク

・
シ
ヨ
パ
ン

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
出
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
心
、
そ
ｔ
て
世
界
の
人
々
に
と

っ
て
の

才
能

で
あ

っ
た
フ
レ
デ
リ
タ

・
シ
ヨ
バ
ン

が
こ
の
世
を
去

つ
た
０
胸
の
病
が
、、
三
十

九
歳
と
い
う
少
壮
つ
芸
術
家
の
死
を
早
め
、

命
を
奪

っ
た
の
で
あ
る
―
―
十
月
十
七
日

だ

っ
た
。
　
　
■

彼
は
、・
至
雌
な
芸
術
の
課
題
を
精
妙

‐な

る
技
量
に
よ

っ
て
解
き
得
た
―
―
野
の
花

々
を
、
そ
れ
ら
か
ら

一
滴

の
露
も

　ヽ
一
番

軽
い
綿
毛
を
も
散
ら
さ
ず
摘
み
得
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
言
い
得
ぬ
明
星
、

流
星
と
な

っ
た
。

ヨ
ー

ロ
ツ
パ
中
に
輝
く

彗
星
と
な
り
、
理
想
の
芸
術
を
高
揚
さ
せ

た
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

野
に
散

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
２
涙

は
、
妙
な
る
調
和
の
結
晶
と
な
っ
て
、
人

類
つ
宝
冠
の
美
し
ま
ダ
イ
ヤ
一
ン
ド
に
寄

り
集
ま
っ
た
。

こ
れ
こ
孟
　
〓術
家
が
為
し
得
る
至
上

の
わ
ざ
で
あ
り
、
そ
れ
を
為
し
た
の
が

フ

リ
デ
リ
ク

・
シ
ヨ
バ
ン
な
の
で
あ
る
。

彼
は
生
涯
の
ほ
と
一ん
ど
を

（
す
な
わ
ち

主
た
る
午
ル
を
）
祖
国
の
外
で
、
祖
国
の

た
め
に
生
き
た
。
　
　
　
　
・

そ
れ
は
異

‐
国
の
地
‘
達
成
ｔ
得
ヶ
至
上

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
フ
リ
デ
リ
グ

・

シ
ヨ
パ
ン
は
達
成
し
た
。

（中
　
略
）

・

コ
ハ
ノ
フ
ス
キ
は

「
ソ
プ
ト
カ
」
に
お

い
て
初
め
て
世
界
に
民
族
詩
を
示
し
た
が
、

音
楽
に
お
い
て
同
様
の
こ
と
を
シ
ョ
バ
ン

が
為
し
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
、　
一
八
四
九
年
十
月
十
八
日

ノ
ル
ヴ
ィ
ト
は
、
こ
の
世
の
至
上
の
価

値

―

芸
術
や
祖
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
そ
の
も

の
を
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
象
徴
す
る
の
を
好

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
一ρ
一

ロ
ー

マ
法
王
も
若
ぎ
日

現
在
の
ロ
ー

マ
法
王

ヨ
ハ
ネ

。
パ
ウ
ロ

Ⅱ
世
こ
と
カ

ロ
ル

・
ヴ

オ
イ
テ
イ
ワ
氏
も
、

学
生
時
代
に
ョ
ポ
ー
テ
ン
ド
の
ポ
ー
ド
レ

ト
ル
〓
と
呼
ば
れ
る
ノ
ル
ヴ
イ
ト
の
象
徴

詩
に
心
酔
ｔ
、
自
身
で
も
詩
作
ｔ
て
発
表

ｔ
た
と
の
‘
と
で
あ
る

（
Ｍ

・
マ
リ
ン
ス

■
著

「
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ゥ
ロ
Ⅱ
世
」
）
。
演

劇
を
愛
し
て
戯
曲
を
書
き
、
哲
学
論
文
に

打
ち
込
ん
だ
ヴ
オ
イ
テ
イ
ワ
ｏ
昨
年
の
グ

リ
ス
マ
ス
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
自
由
の
大
切
さ
．

を
世
界
に
説
い
た
こ
の
法
王
し
、
二
十
世

紀
精
神
史
に
巨
大
な
足
跡
を
残
す
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
ｏ

（ポ
文
協
会
員
）

＝
機
構驚
＝麟
＝測
＝

一̈̈̈
出̈
一̈一̈一̈一̈｝一̈一一一一̈一̈一“̈
一̈一一一一
一〓二̈
¨̈一̈̈
一̈一̈一̈一̈一̈̈
一
一̈一̈̈
¨̈̈
一̈̈

会
員
か
ら
の
寄
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。
例
え

ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
行
さ
れ
た
方
の
報
告
や
、

そ
の
他
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
こ
と
何
で

も
ど
う
ぞ
。

「
ポ

ー

レ

」

編

集

委

員

会

斎

田

道

子

・
清

水

保

子

吉

田

　

宏

〔
連

絡

先

〕

〓

Ｔ

■

３

（
斎

田

）

CYPRIAN NORWID

に
′心,

酔
i
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